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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月30日(2009.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一の面に複数の凹部を有する容器と、
　測定対象の核酸が固定され、水に対する比重が４以上の複数の粒子とを有するキット。
【請求項２】
　前記粒子はジルコニアを含む粒子であることを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項３】
　前記複数の凹部は2次元配置として配置され、前記2次元配置の配置格子の最小単位は長
方形ではない菱形であることを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項４】
　前記凹部は前記容器の長軸方向に複数の列を形成して配置され、前記容器の前記長軸方
向と実質的に直交する短軸方向の直線上に、隣り合う複数の列の各々の前記凹部の開口面
における中心点が位置しないように配置されることを特徴とする請求項１に記載のキット
。
【請求項５】
　前記一の面に複数の突起部をさらに有することを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項６】
　前記一の面に複数の突起部をさらに有し、前記突起部は前記菱形の辺の位置に実質的に
配置されることを特徴とする請求項３に記載のキット。
【請求項７】
　前記一の面に複数の突起部をさらに有し、前記突起部は前記菱形の辺の位置に実質的に
平行に配置されることを特徴とする請求項３に記載のキット。
【請求項８】
　複数の凹部を有する第一部材と、前記第一部材の前記凹部と対向し、導入部と導出部と



(2) JP 2008-109864 A5 2009.11.12

を具備する第２部材とを具備するセルと、
　前記導入部から粒子を含む液体を導入し、かつ前記導出部から液体を導出する液流制御
部と、
　前記凹部について光学検出をする検出部とを有し、
　前記液流制御部は、測定対象の核酸が固定され、水に対する比重が４以上である前記粒
子を含む液体を前記導入部へ導入することを特徴とする装置。
【請求項９】
　前記セルを、水平方向に対して傾きを有するように移動させるセル制御部を有すること
を特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記セル制御部は、前記液流制御部が前記粒子を含む液体を前記導入部に導入するとき
に前記セルを実質的に水平に配置し、前記検出部が前記光学検出するときに前記セルを前
記水平方向に対して傾きを有するように配置することを特徴とする請求項９に記載の装置
。
【請求項１１】
　4種類の核酸基質の各々を収めるための第1試薬槽、第２試薬槽、第３試薬槽、及び第４
試薬槽と、前記４種類の核酸基質を前記セルに選択的に注入する注入部とをさらに有する
ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記凹部の径及び深さは、前記粒子の1.2倍以上1.5倍以下であることを特徴とする請求
項８に記載の装置。
【請求項１３】
　前記液流制御部は、前記粒子を含む液体を前記導入部に導入するときに、前記粒子を含
む液体を往復方向に流れるように制御することを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　ATPとピロリン酸と少なくとも一方を分解するための溶液を収める第５試薬槽と、前記
分解するための溶液を前記セルに選択的に注入する注入部とをさらに有することを特徴と
する請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　前記液流制御部は、ジルコニアを含む粒子を含む液体を前記導入部へ導入することを特
徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１６】
　前記セル制御部は、前記検出部が前記光学検出するときに前記セルを鉛直方向に対して
６度から３０度の範囲の傾きを有するように配置することを特徴とする請求項９に記載の
装置。
【請求項１７】
　複数の凹部を有する第一部材と、前記第一部材の前記凹部と対向し、導入部と導出部と
を具備する第２部材とを具備するセルと、
　測定対象の核酸が固定され、水に対する比重が４以上であり、前記凹部に収められる粒
子と、
　前記導入部から前記粒子を含む液体を導入し、かつ前記導出部から液体を導出する液流
制御部と、
　前記凹部について光学検出をする検出部と、
　前記セルを、水平方向に対して傾きを有するように移動させるセル制御部を有するシス
テム。
【請求項１８】
　前記粒子を格納する粒子槽をさらに有することを特徴とする請求項１７に記載のシステ
ム。
【請求項１９】
　一の面に複数の凹部を有し、実質的に水平に設置された容器へ、測定対象の核酸が固定
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され、水に対する比重が４以上である複数の粒子を含む第１液体を導入し、
　前記第１液体の流れで移動した前記粒子を前記凹部に格納する粒子を用いる分析方法。
【請求項２０】
　前記粒子を前記凹部に格納した後に、前記容器を水平方向に対して傾きを有する位置へ
移動し、
　移動された前記容器に反応用試薬を含む第２液体を導入し、
　前記凹部について光学的に検出することを特徴とする請求項１９に記載の粒子を用いる
分析方法。
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